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１．はじめに 

我が国の都市域における河川までの平均到達距離は

314m 、都市域に占める河川の面積は約 10.9 ％であり 1) 、

都市住民にとって川は身近な自然である。自然とのふれ

あいの重要性が再認識される中で、筆者らは都市住民と

身近な川との関係について 「 川が人に与え る 効果 」 の一

つ と される ｢ 心理的満足 ｣ 2) （ ス ト レ ス 緩和効果 ） に着

目し 生理的指標によ る 定量化を試みた 。  
２．計測指標・手法の設定 

河川環境におけ る 既往研究と し て 、 脳波 ・ 筋電値等

（ 例えば木内ら 3) ・ 中谷ら 4) ） や唾液ア ミ ラーゼ （ 畠堀

ら 5) ） と 主観調査を組み合わせた研究が挙げ られる 。 こ

れ ら の研究は対象河川で過ごす と 人は リ ラ ッ ク スする と

結論づけてい るが 、 計測手法に課題が残る 。 木内ら の脳

波計測では被験者は ２ 名のみ 、 中谷ら の脳波計測は映像

によ る 室内計測であ る 。 更に両者と も 身体に機器を装着

する 物理計測であ り 、 体への負荷によ る 値への影響が考

え られる 。 畠堀ら の唾液ア ミ ラーゼ計測は 、 河川環境で

30分着座状態を保たせてい る 。 筆者ら は 、 計測はで き る

限り 被験者に と って日常的な環境 ・ 行動で行 う べき と 考

え 、 物理計測は行わない 、 意図的な負荷は与えない 、 行

動に過度な制限を与えず 、 激し い運動 ・ 居眠 り を させな

い こ と を条件と し 、 唾液中コルチゾール （ RIA 法 ） と 唾

液ア ミ ラーゼ （ 簡易ス ト レ スモニ ターα -Amy Type2.0 ） を

指標に計測を行った 。 併せて主観調査 （ SD、 POMS 、 記

述式ア ンケー ト ） も 行った 。 

３．計測の留意点と計測時間の設定 

唾液中コルチゾールは刺激か ら 応答まで20～30分程度、

唾液ア ミ ラーゼは １ 分程度タ イ ム ラ グがあ る 6) 7) 。 両物質

の濃度は と も に日内変動があ り 、 唾液中コルチゾール濃

度は 8 時に最高値、 24時に最低値を示し 8) 、 唾液ア ミ ラ

ーゼ濃度は起床直後に最低値、 20時半に最高値を示す 9)

と されてい る 。 つま り 、 計測時は特に唾液中コルチゾー

ルの応答のタ イ ム ラ グ と 両者の日内変動に留意する 必要

があ る 。 そ こ で 、 両指標の日内変動が最も 小さ い正午～

16時 （ 表-1点線8) 10) ） に 、 ま た 、 唾液中コルチゾールの応

答を考慮し て各環境の体験開始か ら 30分程度経過後に計

測を行え る よ う に計測時間を設定し た （ 図-1）。 

４．計測環境の設定 

対象河川は 、 都市域で 、 かつ散策等人が日常的に利用

しやす く 整備されている 野川 （ 2006 秋 ・ 07春計測）、荒川

（ 06秋 ・ 07春）、横十間川 （ 07春 ) と し た 。 ま た 、 都市住

民が自宅か ら これ ら の河川に至る 経路は一般的に 「 自宅

→ （ 電車で ） →河川最寄駅周辺 ( 商店街や幹線道路 ） →

（ 住宅地 ） →河川 」 と 想定される ので 、 図 - １ のよ う に

被験者の経路を設定し 、 図中 [   ] で示さ れる 地点で計測

を行った 。 分析においては [ 駅前1] と [ 河川 ] の値の比

較を中心と し [ 住宅地 ] と [ 駅前2] の値を参考と し て示

し た 。 横十間川は市街地の中心に位置する ため 、 [ 住宅

地 ] のかわ り に [ 市街地 ] で計測し た 。 被験者は都内在

住の男子大学生で 、 本計測以前の日に模擬計測に参加し

て も ら い唾液採取に慣れて も ら った 。 

５．結果 

結果を表-1に示す。唾液アミラーゼ濃度は被験者毎の

ベースラインの違いが大きいため、駅前１の計測値を

100 としてその変化率で表した。検定はWilcoxson 符号付

順位和検定 ( 有意水準5 ％ ) を用いた。 

●06野川：唾液アミラーゼ濃度（以下 Amy ）は駅前１よ

り河川で低下したが有意差はなく (0.05<P<0.1) 、唾液中コ

ルチゾール濃度（以下 Cor ）は河川で有意に低下した。

●06荒川：Amyは駅前１より河川で高いが有意差はなく、

Cor は河川で有意に低下した。●07野川：Amyは駅前１

より河川で低下したが有意差はなく、 Cor も同様だった

(0.05<P<0.1) 。●07荒川：Amy・ Cor とも駅前１より河川
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図-1  計測スケジュールと計測内容  

( 電 車 )  

＊ 横 十 間 川 ： [ 市 街 地 ]  [    ] ： 計 測 地 点 名  



で有意に低下した。●07横十間川：Amy・ Cor とも駅前

1 より河川で低下したが有意差はなかった(0.05<P < 0.1)。 

主観調査では 3 河川全てで「快適」「気持ち良い」

「やすらぎのある」等が駅前より有意に高い値となった。 
６．考察  

06荒川は、気温が低く曇っており風も強かった（自由

記述では11名中 6 名が寒い・風が冷たいと記述）ことが

値に影響したと考えられる。06荒川の計測値を除く計測

値はいずれも駅前１→河川で有意に低下あるいは低下傾

向を示し、主観調査でも河川は駅前に比べて良い評価が

得られた。以上より、駅前から都市河川に行くことでス

トレス緩和効果が得られる可能性が示唆された。 
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日時

等 
06.10.20( 金 ) 14 名 (22.1 ±1.4 歳 )  

晴れ、気温24 ℃、風速0.4m/s 
06.11.17( 金)11 名 (22.2 ±0.8 歳 )  
晴れ時々曇、17 ℃、 2 ～ 3m/s  

07.6.8(金) 16名 （ 22 ±1.5 歳 ）  
晴れ、25-26 ℃、0.5～2.8m/s 
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07.6.1(金) 13名 （ 22.5 ±1.3 歳 ）  
晴れ、24 ℃、0.5～1.9ｍ 

07.6.7(木 ) 14 名 （ 21.6 ±1.1 歳 ）  
晴れ、30 ℃、0.5～2.5ｍ 
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表-1 計測結果 
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